
      

①
公
明
党
議
員
会 

②
閑
馬
町
１
０
０
１ 

③(

65)

１
７
２
９ 

④
急
速
な
進
行
の
様
相
を
み
せ
る
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ

り
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
や
、
子
育

て
・
保
育
・
教
育
環
境
の
充
実
、
そ

し
て
、
安
全
・
安
心
な
住
環
境
の
整

備
等
の
変
革
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
市
民
生
活

の
更
な
る
向
上
を
図
る
た
め
に
、
皆

様
お
一
人
お
一
人
の
「
声
」
を
市
政

に
お
届
け
し
、
佐
野
市
の
良
き
次
代

を
築
く
た
め
、
「
現
場
第
一
主
義
」

の
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
て
、
直
面
す
る

喫
緊
の
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 

      

①
新
風 

②
浅
沼
町
８
３
１-

１ 

③(

21)

２
８
４
２ 

④
昨
年
は
３
回
７
箇
所
の
行
政
視
察

を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
定
例
会

で
は
、
毎
回
の
３
度
の
一
般
質
問
を

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
経
験
を
し
っ
か
り
と
活
か
し
、

よ
り
積
極
的
な
活
動
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
よ
り
一
層

皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
、
し
っ
か
り

と
寄
り
添
い
な
が
ら
市
政
と
向
き
合

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
更
に

時
代
の
流
れ
が
早
く
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
伸
ば
し
、

こ
れ
か
ら
の
少
子
化
、
超
高
齢
社
会
、

の
活
路
を
見
出
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

      

①
会
派
に
属
さ
な
い
議
員 

②
天
神
町
７
２
０ 

③(

23)

３
９
１
１ 

④
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
も
、
佐
野
を
も
っ

と
！
暮
ら
し
や
す
く
、
住
み
や
す
い

生
活
環
境
の
整
備
に
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。
あ
わ
せ
て
現
在
、
市
が
取

り
組
む
様
々
な
定
住
促
進
事
業
を
活

性
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
し
な
が
ら
、
観
光

立
市
、
ス
ポ
ー
ツ
立
市
、
産
業
・
文

化
立
市
を
中
心
に
佐
野
の
魅
力
を
よ

り
一
層
磨
き
上
げ
、
情
報
発
信
を
す

る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
と
も
双

方

向

に

情

報

を

共

有

し

な

が

ら

、

様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 
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